
 

 

2019年 9 月 3日 

株式会社 鹿児島銀行 

 

環境省「地域におけるＥＳＧ金融促進事業」の採択について 

 

 鹿児島銀行（頭取 松山澄寛）は、環境省が実施する「地域におけるＥＳＧ金融促進事業」の支援先機関とし

て採択されましたので、下記のとおりお知らせします。 

 当行は、ＳＤＧｓ視点の取り組みとＥＳＧ経営の実践による具体的な施策の展開を通じて、各種地域課題の解

決を図り、持続可能な地域社会の実現を目指してまいります。 

 

記 

１．概要 

事業名称 

地域におけるＥＳＧ金融促進事業 

※当行は採択された支援先機関として全体構想の策定および金融面や地域活性化支援を実施 

※全国の地域金融機関より５機関採択（2019年 9月 2日時点） 

事業概要 

本事業は、地域金融機関における「ＥＳＧ地域金融」の促進と、地方自治体との連携による

「地域のグリーンプロジェクト発掘」ならびに「ＥＳＧ要素を考慮した事業性評価」の構築

支援を行なう。併せて、地域課題の抽出や課題解決のための事業化支援を行なうもの。 

採択案件名 バイオマス発電による地域課題解決とエネルギーの地産地消モデル構築事業（仮称） 

案件概要 

・畜産が主要産業である肝付町において、畜産糞尿処理は従来からの地域課題であった。そ

の畜産糞尿を地域資源として捉え、バイオマス発電の原料として活用検討するもの。 

・また、それにより発電された二酸化炭素排出を伴わない電力（ＣＯ２フリー）は、肝付町

などが出資し、設立した地域新電力会社「おおすみ半島スマートエネルギー株式会社」を

通じて地域へ提供するもの。発電した全ての電力を、自営線設営によるマイクログリッド

化した地域内で利用することで、エネルギーの地産地消モデル構築を検討するもの。 

・余剰電力が見込まれる際は、家畜糞尿の一部を乾燥させてペレット化し、園芸用肥料やバ

イオマス燃料としての販売や、地域内に設置する蓄電池の活用によりエネルギーロスを無

くす形を検討するもの。 

・発電プロセスにおいて発生する「蒸気」をエネルギーとして提供することで、蒸気を多用

する食品加工業などの企業誘致や、ビニールハウスなど耕種農業などで活用することでス

マート農業の実現を図り、「肝付町モデル」として地域活性化を目指すもの。 

関連事業者/

自治体 

肝付町（地方創生連携協定締結自治体） 

おおすみ半島スマートエネルギー株式会社（地域新電力会社、自治体ＰＰＳ） 

株式会社ＩＨＩ（技術、ハード面支援） 

株式会社九州経済研究所（調査事業） 

 



 

２．対応するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

以上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

鹿児島銀行 経営企画部 サステナビリティ推進室 

TEL：099-239-9725（ダイヤルイン） 

目標．７ 再生可能エネルギーの地産地消による脱炭素社会の実現 

目標．８ 新産業、雇用創出を通じた地域活性化の実現 


